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「私が一番好きな味

奈良県立法隆寺国際高等学校 1年 江端 希

私はお母さんの作るご飯が一番好きだ。それはもう

世界で一番と言っても過言ではないくらいに。それは
大げさじゃない？と思う人もいるかもしれないけれど、
本気でそう思っている。もちろん、お店で食べるご飯
も美味しい。だけど、お母さんの作るご飯は、何とい
うか特別感がある。ハンバーグも、肉じゃがも、味噌
汁も、チャーハンも、全部お母さんが作ったものが一
番好きだ。味が美味しいというのはもちろんのこと、
私の好みの味にドストライクに当てはまる味だ。食べ
慣れているから、というのももちろんあるかもしれな
いけれど、それだけじゃない。食べると、お母さんの
優しさや愛情がひしひしと伝わってくるのだ。とても
胸がほっこりするし、笑顔になれる。そして頑張る源
にもなってくれる。何より、お母さんのご飯を家族で
食べる時間が言葉にできないほど幸せだ。たわいもな
い話をしながら、笑って食卓を囲めることが本当に嬉
しい。
だから、私は将来子どもができたら、大好きなお母

さんのご飯を大好きな人たちと食べることができると
いう幸せを、ありがたさを伝えたいなと思っている。
そのために、あんまり得意ではない料理を今から頑
張って練習しようと思っている。いつか自分の子に
「ママの作るご飯は世界で一番だね！」
と言ってもらえるように。
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